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京都発！SDGｓ国際協力アクター連携強化プログラム「京都SDGsラボ」
主催：JICA

運営：テラ・ルネッサンス×京都市ソーシャルイノベーション研究所
実施期間：2019年12月～2021年11月
登録数：58名・団体（個人29名 企業、団体、教育機関29団体）
Facebookグループページ登録者数：160人
（2021年11月26日現在）

1



当初企画していたプログラム内容
新型コロナウイルス感染拡大によって延期となり、事業内容を変更し、実施した
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新型コロナウィルスとSDGs推進についてのアンケート 2020年6月実施 15社回答
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新型コロナウィルスとSDGs推進についてのアンケート 2020年6月実施 15社回答

新型コロナウイルス感染拡大により事業やSDGs推進に影響はありながらも意識の低下は少
なく、何かしらの事業展開や協働を望む声を確認し、オンラインでの事業実施を決断した
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オンラインイベント
2020年7月20日電通
2020年7月27日京都市
2020年8月12日環境市民
2020年8月20日電通、京都市、環境市民対談企画
2021年2月12日株式会社エムアールサポート
その他youtubeへの掲載動画 10本 合計844回再生 Youtubeチャンネル登録者26人
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SDGs連携相談員派遣

3社 6回
さらに、中学校の研修授業仲介
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オンライン交流会
2020年10月15日から毎月第3木曜日12時～13時開催

計14回各回10名程度参加
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つなぎ場（マッチングイベント）
第1回2021年2月12日 キルギスの一村一品運動 OVOP+1の販路開拓→京都新聞に掲載
第2回2021年4月27日 フィリピンのフェアトレード商品販売 フェア・プラスの販路開拓
第3回2021年7月19日 環境系団体 環境市民による企業市民の在り方講座
第4回2021年8月6日 フィリピンの貧困対策 アクセスのオンラインスタディツアー
第5回2021年9月30日 企業のSDGs推進取り組み事例 星和電機株式会社
第6回2021年11月22日 京都市、まちとしごと総合研究所
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京都SDGsラボによってうまれた協働事例
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京都市教育委員会×JICA×NGO×企業

グローバルリーダー育成研修
京都市立の高校に通う高校生38名を対象にしたグローバルリーダー育成研
修に協力した。

【背景】
京都市教育委員会が主催する京都市立の高校生たち対象の海外研修事業が
コロナ禍のため、実施が難しくなり、日本国内での研修に切り替わった。
京都市教育委員会、JICA京都デスクから相談を受け、京都SDGsラボも同
事業の企画から関わることになった。

【内容】
京都のNGOからは、アクセスとテラ・ルネッサンスが出演。さらに当プロ
グラムでイベントにも出演したキルギスのOVOP+1を紹介し、オンライン
で海外をつなぎ、研修を行った。さらに京都の企業2社 IKEUCHI 
ORGANIC とマザーハウスの出演も実現し、NGOと企業様々な視点で
SDGsを考える機会となった。そして研修の中でグループをつくり、SDGs
推進のためのアクションを検討。各自で実施した取り組みについて、12月
19日にオンラインで行われる「ワン・ワールドフェスティバル for 
youth」で発表の機会を提供。主催する関西NGO協議会を紹介した。

【今後の展望】
新型コロナウイルス感染状況が読めないところであるが、京都市教育委員
会と京都のNGOや企業との協働が事例となり、今後の学習機会、協働機会
の創出を図っていきたい。
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エムアールサポート×NGO

PCで行う測量技術の多言語化
による海外進出協力

測量による雇用創出ができないか企業から相談を受け、
海外で活動を行うNGOが協力した。

【背景】
PCによる測量を実現した京都の企業が、この技術を生かし、
海外での雇用機会の提供につなげることができないか京都
SDGsラボに相談があった。

【内容】
海外に事業地を持つNGOが協力。カンボジアで実際にその仕
事ができるか試行している。（カンボジア、フィリピンなど）

【今後の展望】
海外での使用が可能になれば、具体的に雇用を生み出す取り組
みにすることができないかを調整、検討していく。京都の企業
とNGOの協働事例になることを期待。
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洛西高校×テラ・ルネッサンス

SDGsを学ぶ高校からの
授業展開

新1年生に対し、SDGsの導入としての授業ができ
ないか相談を受け、京都SDGｓラボの運営を担う

テラ・ルネッサンスが講演を実施した。

【背景】
グローバルネットワーク京都に加入している洛西
高校から1年生がこれからSDGsを学習し、ポス
ターセッションのためのポスターを作り上げてい
く。その導入として話をしてほしいと依頼を受け
た。

【内容】
1年生に対して、SDGsについての解説や京都
SDGsラボの取り組みを紹介した。

【今後の展望】
今後ポスターセッション制作時の相談も受けなが
ら、協力を続けていきたい。
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清水寺×NGO×バレエ団×教育機関
SDGsをつなぎ目とした

啓発イベント
清水寺境内にて、「清水寺で世界を語る」を11月3日に開催。テラ・ル
ネッサンスが実行委員長となり、バレエ団、教育機関、NGO、清水寺の

協働イベントを実施した。

【背景】
清水寺で国際協力、SDGsの啓発ができないかと京都のNGO、バレエ団、
教育機関が結集。実行委員会を作り、企画から開催までを自らで行った。

【内容】
それぞれがSDGs達成に向け自分にできることを実践。バレエ団は踊り
を通して、高校の柔道部は柔道を通して、天文地学部の生徒はワーク
ショップを通して、そしてNGOはブースでの解説を通して、SDGsの課
題や取り組みの啓発を、拝観者に向けて、行った。

【今後の展望】
今後も継続したイベントとして実施を続けていきたい。
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他にも下記のような動きが京都SDGsラボによって実現しました。

・キルギスの一村一品運動を行うOVOP+1がゲストとなったつなぎ場のブログ記事を読んでインター
ン希望の学生から問い合わせ、紹介をした。

・交流会で話があがった企業を紹介し、訪問を実現。

・相談を受け、助言をしていた企業がSDGs宣言を発表。その事例もイベントで報告いただいた。

・つなぎ場の参加者がNGOに企業を紹介。実現には至らなかったが、知り合うきっかけに。

・NGO同士の交流が活性化。コロナ禍ではあるものの互いの情報交換を実施できた。

・環境系NGOと国際協力系NGOのつながりが強固となり、互いのイベントのゲストとして迎えるように
なった。

・オンラインイベントの出演者同士で交流が深まり、登録NGOが別イベントで一緒に登壇をした。

・中学生がSDGsの理解を深めるために企業や団体へ訪問する希望が増加し、問い合わせを受け、
京都SDGsラボがコーディネートしながら、約10社への訪問を調整（中学校側の都合により、実施に
は至らなかった）。

・本登録企業の社員のユニフォームをフェアトレードの商品を扱うシサム工房と共同制作。フェアト
レードのメッセージがバックプリントに描かれたTシャツを着用し、フェアトレードを意識するきっかけ
に。

協働が生み出す社会をつくる確かな一歩
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SDGsは様々なアクターのつなぎ目になれる。
今後も社会課題の解決のため

コロナ禍の2年で作り上げたこの地盤を活かし、
まずは京都の中で様々な協働を創出し
SDGsの推進を加速させていく。
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